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（
質
問
の 

一
〇
） 

答

弁

第

一

〇

号 

   

衆
議
院
議
員
木
原
実
君
提
出
成
田
空
港
の
ア
ク
セ
ス(

陸
上
交
通)

に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送

付
す
る
。 

内
閣
衆
質
七
二
第
一
〇
号 

昭
和
四
十
九
年
三
月
二
十
二
日 

衆

議

院

議

長 
前 
尾 

繁 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

田 

中 


一 

 

榮 

 



一
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

    

新
東
京
国
際
空
港
（
以
下
「
新
空
港
」
と
い
う
。
）
開
港
時
の
新
空
港
・
都
心
間
の
旅
客
等
の
輸
送
対
策
と
し
て

は
鉄
道
、
道
路
の
整
備
を
行
つ
て
お
り
、
当
面
の
輸
送
需
要
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。 

都
心
と
新
空
港
間
の
専
用
道
路
の
建
設
状
況
は
、
次
表
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。 

衆
議
院
議
員
木
原
実
君
提
出
成
田
空
港
の
ア
ク
セ
ス(

陸
上
交
通)

に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁 

書 

三 

 



           

四 

 



三
に
つ
い
て 

   
(2) 

地
元
の
反
対
等
に
よ
り
用
地
交
渉
ま
で
至
ら
な
い
現
状
で
あ
り
、
今
後
は
地
元
自
治
体
等
と
の
話
合
い
を

進
め
、
用
地
を
取
得
し
う
る
よ
う
努
力
し
た
い
。 

(1) 

東
京
・
新
空
港
間
約
六
五
キ
ロ
の
う
ち
約
三
キ
ロ
、
全
体
の
約
五
％
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
ほ
か
に
一
部

道
路
下
等
の
公
共
用
地
の
利
用
を
考
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
全
体
の
約
二
八
％
程
度
存
在
す
る
。 

(3)
及
び

(4) 

沿
線
住
民
に
よ
る
反
対
が
あ
る
地
域
は
、
江
東
区
、
江
戸
川
区
、
浦
安
町
、
市
川
市
、
船
橋
市
等

で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
了
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
沿
線
自
治
体
は
こ
れ
ら
の
市
、
町
等
の
ほ
か
東
京
都
、
千

葉
県
が
あ
る
。
そ
の
反
対
理
由
は
、
公
害
、
区
画
整
理
計
画
と
の
関
係
、
地
元
に
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
等
で
あ 

五 

 



四
に
つ
い
て 

(9) 

約
二
、
〇
〇
〇
億
円
（
車
両
費
を
除
く
。
） 

(8) 

昭
和
四
九
年
度
は
用
地
確
保
の
た
め
の
協
議
等
を
積
極
的
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
建
設
に
対

す
る
影
響
は
少
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

(7) 

建
設
は
日
本
鉄
道
建
設
公
団
、
完
成
後
の
営
業
は
日
本
国
有
鉄
道
で
あ
る
。 

(6) 

一
二
両
編
成
一
日
一
〇
〇
往
復
、
平
均
乗
車
効
率
七
〇
％
と
す
れ
ば
、
一
日
片
道
の
輸
送
能
力
は
七
六
、

〇
〇
〇
人
と
な
り
、
将
来
に
わ
た
つ
て
の
輸
送
能
力
と
し
て
は
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
開
業

当
初
は
六
両
編
成
を
予
定
し
て
い
る
。 

(5) 

供
用
開
始
の
時
期
は
、
昭
和
五
一
年
度
を
予
定
し
て
い
る
が
、
着
工
が
か
な
り
遅
れ
て
い
る
の
で
、
今
後

地
元
自
治
体
等
と
の
話
合
い
を
積
極
的
に
進
め
て
で
き
る
だ
け
早
く
着
工
し
う
る
よ
う
努
力
し
た
い
。 

る
。 

六 

 



五
に
つ
い
て 

(1)
及
び

(2) 

京
葉
道
路
は
、
区
間
に
よ
り
、
現
在
一
日
当
た
り
五
〇
、
〇
〇
〇
台
～
一
〇
六
、
〇
〇
〇
台
の
交
通

量
が
あ
る
。 

新
空
港
の
開
港
時
に
お
け
る
都
心
と
の
輸
送
手
段
は
、
鉄
道
に
つ
い
て
は
国
鉄
総
武
、
成
田
線
及
び
京
成
電

鉄
、
道
路
に
つ
い
て
は
首
都
高
速
七
号
線
、
京
葉
道
路
、
東
関
東
自
動
車
道
鹿
島
線
、
新
東
京
国
際
空
港
線
を

予
定
し
て
い
る
。
高
速
輸
送
機
関
は
、
開
港
後
に
お
け
る
将
来
の
交
通
量
の
増
加
に
対
処
す
る
た
め
建
設
を
進

め
る
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
新
空
港
が
開
港
さ
れ
た
場
合
、
予
想
さ
れ
る
増
加
交
通
量
は
、
一
日
当
た
り
約
一
四
、
〇
〇
〇
台

で
あ
る
が
、
こ
れ
が
、
す
べ
て
京
葉
道
路
を
通
過
す
る
と
す
れ
ば
、
京
葉
道
路
の
原
木
～
幕
張
間
の
交
通
量 

特
に
混
雑
の
激
し
い
区
間
は
、
原
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
幕
張
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
約
八
・
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
こ
の
区
間
の
交
通
量
は
、
一
日
当
た
り
八
八
、
〇
〇
〇
台
で
あ
る
。 七 

 



六
に
つ
い
て 

(3) 

湾
岸
道
路
の
原
木
～
幕
張
間
の
う
ち
、
船
橋
地
区
片
側
二
車
線
に
つ
い
て
は
、
既
に
供
用
を
開
始
し
て
い

る
が
、
残
余
の
部
分
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
埋
立
計
画
、
土
地
利
用
計
画
等
に
つ
き
関
係
地
方
公
共
団
体
と

の
調
整
を
図
り
つ
つ
、
昭
和
五
〇
年
の
供
用
を
目
途
に
用
地
買
収
、
工
事
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

新
空
港
の
開
港
に
よ
つ
て
発
生
す
る
自
動
車
交
通
量
と
し
て
、
首
都
高
速
道
路
で
は
一
日
当
た
り
約
一
四
、

〇
〇
〇
台
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
交
通
状
況
は
、
下
り
線
（
都
心
か
ら
空
港
）
に
つ
い
て
は
渋 

一
方
、
湾
岸
道
路
の
原
木
～
幕
張
間
が
完
成
し
た
場
合
に
は
、
特
に
千
葉
市
内
と
東
京
都
内
を
結
ぶ
交
通

を
中
心
に
一
日
当
た
り
約
二
〇
、
〇
〇
〇
台
が
京
葉
道
路
か
ら
湾
岸
道
路
へ
転
換
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

し
た
が
つ
て
、
京
葉
道
路
の
原
木
～
幕
張
間
の
交
通
は
、
一
日
当
た
り
約
八
二
、
〇
〇
〇
台
と
な
り
、
現
在

よ
り
や
や
混
雑
が
緩
和
さ
れ
た
状
態
と
な
る
。 

は
一
日
当
た
り
約
一
〇
二
、
〇
〇
〇
台
と
な
り
、
混
雑
は
一
層
激
し
く
な
る
。 

八 

 



七
に
つ
い
て 

新
空
港
・
都
心
間
の
道
路
輸
送
と
鉄
道
輸
送
と
の
割
合
は
、
最
近
の
交
通
手
段
意
向
調
査
等
か
ら
予
測
す
る

と
お
お
む
ね
五
対
五
と
な
る
。
輸
送
機
関
別
の
輸
送
人
員
に
つ
い
て
は
、
旅
行
目
的
、
確
実
性
、
便
利
性
、
所

要
時
間
そ
の
他
の
理
由
に
よ
つ
て
輸
送
機
関
の
選
択
が
な
さ
れ
、
こ
れ
は
ア
ク
セ
ス
条
件
に
よ
り
変
動
す
る
も

の
で
あ
る
の
で
、
昭
和
五
〇
年
度
に
つ
い
て
一
応
の
予
測
を
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
昭
和
五
五

年
度
の
一
日
片
道
輸
送
人
員
は
、
約
六
〇
、
〇
〇
〇
人
と
推
計
し
て
い
る
。 

こ
の
対
策
と
し
て
は
、
利
用
者
に
的
確
な
情
報
を
提
供
す
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
ラ
ン
プ
の
流
入
制
限
を

行
う
な
ど
、
交
通
管
制
シ
ス
テ
ム
の
適
切
な
運
用
を
図
つ
て
ま
い
り
た
い
。 

滞
が
発
生
す
る
こ
と
な
く
走
行
し
、
上
り
線
（
空
港
か
ら
都
心
）
に
つ
い
て
は
、
首
都
高
速
都
心
環
状
線
の
交
通

容
量
等
か
ら
江
戸
橋
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
及
び
錦
糸
町
料
金
所
を
中
心
に
渋
滞
が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。 

九 

 



八
に
つ
い
て 

(2) 

快
速
電
車
利
用
の
新
空
港
行
旅
客
は
電
車
ご
と
に
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
国
鉄
の
成
田
駅
と
新
空
港

間
の
バ
ス
輸
送
と
し
て
は
、
国
鉄
が
一
七
往
復
（
乗
車
定
員
七
六
人
）
、
千
葉
交
通
株
式
会
社
が
二
一
・
五
往 

(1) 

津
田
沼
・
千
葉
間
線
増
工
事
完
成
ま
で
の
段
階
で
は
、
東
京
・
千
葉
・
成
田
間
の
快
速
電
車
（
東
京
・
千

葉
間
快
速
電
車
の
延
長
運
転
と
し
て
対
処
す
る
。
）
の
運
転
は
約
三
〇
往
復
が
可
能
で
あ
る
が
、
夏
期
輸
送
等

季
節
変
動
が
大
き
い
房
総
方
面
へ
の
輸
送
及
び
千
葉
附
近
の
沿
線
開
発
に
伴
う
ロ
ー
カ
ル
列
車
増
発
余
力
を

勘
案
し
た
場
合
、
当
面
成
田
快
速
電
車
の
設
定
は
一
五
～
二
〇
往
復
程
度
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。 

昭
和
五
〇
年
度
（
一
日
片
道
） 

一
九
、
〇
〇
〇
人 

 
 

 

八
、
〇
〇
〇
人 

 
 

 

一
一
、
〇
〇
〇
人 

 
 

 

三
八
、
〇
〇
〇
人 

鉄 

道 
 

 
 

バ
ス
（
観
光
バ
ス
を
含
む
。
） 

 
 

乗
用
車 
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一
〇 

 



九
に
つ
い
て 

(5) 

関
係
公
安
委
員
会
と
も
連
絡
の
う
え
、
市
民
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
て
ま
い
り

た
い
。 

(4) 

現
在
申
請
中
の
経
路
は
、
国
鉄
の
成
田
駅
か
ら
成
田
山
前
を
経
て
都
市
計
画
道
路
を
経
由
し
、
一
般
国
道

五
一
号
線
、
一
般
国
道
二
九
五
号
線
、
新
空
港
内
道
路
を
経
て
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
到
着
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
国
鉄
バ
ス
は
復
路
に
つ
い
て
経
路
を
一
部
変
更
し
、
一
般
国
道
五
一
号
線
か
ら
成
田
市

役
所
前
、
京
成
成
田
駅
を
経
由
し
て
国
鉄
の
成
田
駅
に
至
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
所
要
時
間
は
、
往

路
一
八
分
か
ら
二
五
分
、
復
路
一
五
分
か
ら
二
五
分
を
予
定
し
て
い
る
。 

(3) 

申
請
者
は
、
電
車
到
着
五
分
後
に
旅
客
の
乗
車
も
れ
等
の
な
い
よ
う
に
連
絡
バ
ス
を
運
行
す
る
よ
う
計
画

中
で
あ
る
。 

復
（
乗
車
定
員
八
三
人
）
の
免
許
申
請
を
行
つ
て
い
る
。 

一
一 

 



(4) 

急
行
は
、
現
在
の
ダ
イ
ヤ
に
よ
れ
ば
成
田
着
六
九
本
、
佐
倉
着
二
六
本
と
な
つ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
五
〇 

(3) 

現
在
新
空
港
開
港
時
の
ダ
イ
ヤ
は
検
討
中
で
あ
る
が
、
ダ
イ
ヤ
設
定
の
考
え
方
と
し
て
は
、
特
急
運
行
に

つ
い
て
は
、
通
勤
通
学
輸
送
を
阻
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
急
行
運
行
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

成
田
ま
た
は
佐
倉
発
着
の
も
の
を
成
田
空
港
駅
ま
で
延
長
す
る
こ
と
に
よ
り
現
在
の
京
成
線
利
用
者
に
影
響

の
生
じ
な
い
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
配
慮
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

(2) 

前
記
の
申
請
で
は
、
成
田
空
港
駅
か
ら
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
ま
で
の
所
要
時
間
を
五
分
か
ら
七
分
と
予

定
し
て
い
る
。
な
お
、
バ
ス
の
円
滑
な
運
行
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
も
連
絡
の
う
え
、
適
切
な
措
置
を

と
つ
て
ま
い
り
た
い
。 

(1) 
成
田
空
港
駅
と
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
間
の
バ
ス
輸
送
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
成
田
空
港
交
通
株
式
会
社

か
ら
免
許
申
請
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
新
空
港
の
開
港
時
期
も
勘
案
の
う
え
適
切
な
措
置
を

と
つ
て
ま
い
り
た
い
。 

一
二 

 



十
に
つ
い
て 

(6) 

急
行
運
行
に
つ
い
て
は
、
通
勤
通
学
輸
送
を
阻
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
現
在
の
急
行
を
成
田
空
港
駅
ま

で
延
長
す
る
計
画
を
検
討
し
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
電
車
の
増
発
に
は
至
ら
ず
、
待
避
の
関
係
に
つ
い
て
は

従
来
と
変
わ
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
特
急
運
行
に
つ
い
て
は
、
追
越
箇
所
を
五
駅
程
度
と
し
、
同
一
電

車
が
再
度
追
い
越
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
特
急
に
追
い
越
さ
れ
る
電
車
の
待
避
時
間
は
、
ご
く
僅
か

と
す
る
考
え
方
を
と
つ
て
検
討
し
て
お
り
、
沿
線
利
用
客
、
特
に
通
勤
通
学
者
の
平
均
的
所
要
時
間
の
増
加

は
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

(5) 

特
急
運
行
に
つ
い
て
は
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
と
と
も
に
、
急
行
運
行
に
つ
い
て
は
、
現

在
以
上
の
本
数
と
し
な
い
考
え
方
で
検
討
し
て
お
り
、
過
密
ダ
イ
ヤ
に
な
る
お
そ
れ
は
な
い
と
考
え
る
。 

な
い
し
六
〇
本
程
度
を
成
田
空
港
駅
ま
で
延
長
運
転
す
る
計
画
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

新
空
港
は
、
首
都
圏
の
国
際
的
な
表
玄
関
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
御
質
問
の
ご
と
き
航
空
協
定 

一
三 

 



 

一
四 

の
問
題
は
生
じ
る
こ
と
は
な
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




